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E 35 台所計画におけるゴミの問題（その１
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台所ゴミの実態と主婦の意識）

　　　　灘神戸生協生活文化センター　○鈴木洋子　　　　　上新電機　竹内史恵

ぐ目的＞　住宅における台所器機の開発はめざましいものであるが、依然未解決の1まな

のがゴミ間題である。本研究は, 台所ゴミの実態を把握し、処理方法に対する主婦の意識

を探ることにより、これからの台所計画のための基礎資料を得ようとするものである。

＜方法＞　①台所ゴミの分け方を考察するため、主婦3 8人にアンケートを実II.分け方

に迷うものなど4 4種のゴミを各自の方法でクルーピンクしてもらった。併せて、大阪周

辺の5･８市町村のゴミ分別指導表を収集し、行政による指導との関連を見た。　②台所ゴ

ミの実態を把握す｡るため,301名の主婦に1 ヶ月の留置アン'rートを実m. 台所ゴミを、

生ゴミ、紙･ プラスチック類、カン、ビン。の４種に分け、それぞれの収集日に重量を計

測。ただし、かさが問題となる、トレイとプラスチックボトルは個数も記録。昭和6 3年

７月より実施し2 7 2名の回収をえた（回収率9 0. 4 ％）。　③台所計画で実際間題に

なるゴミの体積を得るため一定の大きさの箱に生ゴミ、紙・フ’ラスチック、トレイ、プラ

スチックボトル、カン、ビンを集め計測した。

＜結果＞　①行政によるゴミ分別収集は、各自治体でかなり違っている。また、主婦の台

所ゴミの分け方は、各自の考えに行政指導の影響が加わり複雑なものとなっている。。　②

各家庭におけるゴミの量の違いは、家族人数と負の相関関係にあり、家族人数が増えるに

連れてゴミの量は減少すI..家族構成を, 9つの家族型に分けたところ、主婦の年齢が高

いほうが。ゴミ量は多く、特にトレイに顕著である。住型式、主婦の職業との関連は有為

差が無かった。③体積へ算定しなおすと、紙・プラスチック類が大きな割合をしめている。

E 36 台所計画におけろゴミの問題

　　（その２　台所ゴミの量と食生活及び買物行動との関連）
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＜はじめに＞　台所ゴミの量を左右すると思われる各家庭での生活要因の把握とそれがど

う間わっているかを追求する事’が本研究の目的である。

＜調査の概要＞　台所ゴミと関連する食生活の状熊を把握するために重量計測調査と平行

して、毎日の食事作りで利用した食品とその種類数について①冷凍・半加工食品の利用、

②調理済み食品の利用､を朝・昼・夕食毎に１ヵ月間記入してもらった。またその間の食料

品の買物場所（①スーパー②小売店③材料サービス④協同購入⑤青空市場等）と買物日数

を記録してもらった。ヽ調査期日は昭和6 3年７月~ 9月の夏期の１ヵ月間である。

＜結果と考察＞　1)食生｡活の簡易化：半加工食品の利用は夜が最も多く平均16.7回／月で、

調理済み食品の利用は昼と夜に多く平均7.0回/月である。全体では23.6回/月・世帯で１回

あたり利用種類数は1 .5種類/食である。半加工食品の利用は１人暮らしで少なく、老夫婦

やパートの主婦で多い傾向があ■:> た。2 ）買物行動：　１ヵ月の平均買物日数は22.2日、買物

増所はスーパー100％　小売店90％　協同購入45％　材料サービス1 .5%　青空市場等40％の利

用率であった。買物日数1は４人家族や２世帯家族、パートの主婦に多く、協同購入は専業

主婦や５～６人家族で有意差があった。3)ゴミの量との関係：半加工・調理済み食品の利

用数と最も関連のみられたのはボトルの数であった。生ゴミと缶は半加工食品の利用数と。

トレイと瓶は調理済み食品の利用数と関連が見られた。生3' ミと紙・プラスチックの量は

買物日数、場所数と関係が見られ、スーパーや商店、材料サービス（生ゴミは除く）の利

用者に多く、協同購入や青空市場の利用者に少い。トレイの数はスーパーの利用者に多い。


